
店舗のご案内

剰余金処分計算書

自：令和２年４月１日～至：令和３年３月31日

本 店
中曽根支店
西 部 支 店
高 岡 支 店
富 山 支 店
歌の森支店
大 門 支 店

射水市中新湊12番20号
高岡市中曽根325番地1
射水市本町2丁目2番45号
高岡市新成町１番38号
富山市新根塚町2丁目3番地3
射 水 市戸 破1621番 地
射 水 市戸 破1621番 地

☎（0766）82-8611㈹
☎（0766）82-8622㈹
☎（0766）82-8633㈹
☎（0766）22-5561㈹
☎（076）421-3700㈹
☎（0766）56-8670㈹
☎（0766）53-5558㈹

第98期〔　　　　〕令和２年４月１日 から
令和３年３月31日 まで

科　　　　　　目 金　　額

当 期 未 処 分 剰 余 金
円

346,937,331

これを次のとおり処分いたします。

以上のとおり報告いたします。

令和３年６月

剰 余 金 処 分 額
円

5,232,109

利 益 準 備 金 1,102,000

普通出資に対する配当金（年3.0％） 4,130,109

繰 越 金 （ 当 期 末 残 高 ） 341,705,222

地域とともに

理 事 長　松　岡　文　雄
常務理事　北　山　　　誠
常勤理事　篠　島　光　一
常勤理事　川　田　幸　弘
常勤理事　竹　内　俊　尚
理　　事　鷲　北　昭　雄
理　　事　北　山　　　剛
理　　事　渡　　　孝　志

以上監査の結果適法かつ正確妥当であることを認めます。

注　監事 長谷川 修博は信用金庫法第32条第５項に定める
　員外監事であります。

常勤監事　長　谷　祐　哲
監　　事　米　本　　　進
監　　事　長谷川　修　博

国指定重要無形民俗文化財
放生津八幡宮祭の築山

業 務 報 告 書
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科　　　　　目 金　　　額
経 常 収 益 855,996
資 金 運 用 収 益 760,011
貸 出 金 利 息 270,457
預 け 金 利 息 26,413
有 価 証 券 利 息 配 当 金 452,999
そ の 他 の 受 入 利 息 10,140

役 務 取 引 等 収 益 68,021
受 入 為 替 手 数 料 38,846
そ の 他 の 役 務 収 益 29,175

そ の 他 業 務 収 益 15,969
外 国 為 替 売 買 益 196
国 債 等 債 券 売 却 益 9,360
国 債 等 債 券 償 還 益 8
そ の 他 の 業 務 収 益 6,404

そ の 他 経 常 収 益 11,994
株 式 等 売 却 益 2,562
そ の 他 の 経 常 収 益 9,431

経 常 費 用 733,258
資 金 調 達 費 用 24,689
預 金 利 息 21,526
給 付 補 塡 備 金 繰 入 額 1,621
借 用 金 利 息 1,361
そ の 他 の 支 払 利 息 180

役 務 取 引 等 費 用 44,456
支 払 為 替 手 数 料 12,650
そ の 他 の 役 務 費 用 31,805

そ の 他 業 務 費 用 93
国 債 等 債 券 償 還 損 77
そ の 他 の 業 務 費 用 16

経 費 650,173
人 件 費 385,915
物 件 費 253,412
税 金 10,845

そ の 他 経 常 費 用 13,846
株 式 等 売 却 損 480
株 式 等 償 却 3,981
そ の 他 資 産 償 却 200
そ の 他 の 経 常 費 用 9,185

経 常 利 益 122,737
特 別 利 益 ｜
特 別 損 失 8,370

固 定 資 産 処 分 損 8,370
税 引 前 当 期 純 利 益 114,366
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 3,680
法 人 税 等 調 整 額 1,173
法 人 税 等 合 計 4,854
当 期 純 利 益 109,512
繰 越 金 （ 当 期 首 残 高 ） 237,424
当 期 未 処 分 剰 余 金 346,937

貸 借 対 照 表 損 益 計 算 書
令和３年３月31日現在

資　産 金　　額 負債及び純資産 金　　額
現 金 1,284,828 預 金 積 金 85,076,146
預 け 金 22,584,106 当 座 預 金 2,087,405
買 入 金 銭 債 権 153,127 普 通 預 金 25,165,827
金 銭 の 信 託 10 貯 蓄 預 金 50,613
有 価 証 券 43,827,018 通 知 預 金 150,580
国 債 2,333,920 定 期 預 金 54,001,541
地 方 債 3,822,786 定 期 積 金 3,402,330
社 債 24,498,826 その他の預金 217,845
株 式 168,774 借 用 金 475,000
その他の証券 13,002,711 借 入 金 475,000
貸 出 金 23,818,084 そ の 他 負 債 163,549
割 引 手 形 110,933 未決済為替借 17,202
手 形 貸 付 1,590,763 未 払 費 用 30,872
証 書 貸 付 21,328,620 給付補塡備金 4,045
当 座 貸 越 787,767 未払法人税等 1,790
そ の 他 資 産 515,818 前 受 収 益 4,884
未決済為替貸 13,579 払 戻 未 済 金 70
信 金 中 金 出 資 金 375,500 払戻未済持分 2,601
前 払 費 用 1,474 職 員 預 り 金 37,514
未 収 収 益 83,357 リ ー ス 債 務 52,339
その他の資産 41,907 その他の負債 12,228
有 形 固 定 資 産 819,371 賞 与 引 当 金 13,784
建 物 288,988 退職給付引当金 100,767
土 地 442,891 役員退職慰労引当金 61,468
リ ー ス 資 産 52,339 睡眠預金払戻損失引当金 1,170
その他の有形固定資産 35,152 偶発損失引当金 1,511
無 形 固 定 資 産 4,525 繰 延 税 金 負 債 56,146
ソフトウェア 3,123 債 務 保 証 34,225
その他の無形固定資産 1,402 負 債 の 部 合 計 85,983,771
債 務 保 証 見 返 34,225 出 資 金 138,431
貸 倒 引 当 金 △805,334 普 通 出 資 金 138,431
（うち個別貸倒引当金） (△776,624) 利 益 剰 余 金 5,835,266

利 益 準 備 金 137,329
その他の利益剰余金 5,697,937
特 別 積 立 金 5,351,000
（うち事務合理化積立金） (80,000)
（うち改築積立金） (230,000)
当期未処分剰余金 346,937

会 員 勘 定 合 計 5,973,698
その他有価証券評価差額金 278,313

評価･換算差額等合計 278,313
純資産の部合計 6,252,012

資 産 の 部 合 計 92,235,783 負債及び純資産の部合計 92,235,783
注　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

注　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

第98期〔　　　　〕令和２年４月１日 から
令和３年３月31日 まで

単位：千円 単位：千円

第98期
　初夏の日差しが爽やかな季節を迎え、会員の皆様におかれま
しては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　ここに当金庫第98期の決算をご報告申し上げるにあたり、
平素のご愛顧とお引き立てに対して、心より厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、昨年のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の急
拡大により、経済活動が大幅に制約され、深刻な景気後退に見
舞われました。世界保健機関がパンデミックを宣言し、わが国
でも東京など７都府県に私権制限を含む緊急事態宣言が発令さ
れ、その後対象が全国に拡大されました。
　また政府は、打撃を受ける中小・小規模事業者を支援するた
め、株式会社日本政策金融公庫を通じた緊急貸付やセーフティ
ネット保証の適用を開始しました。続いて過去最大の緊急経済
対策を決定し、売上高急減の中小企業や個人事業者に持続化給
付金による事業継続支援と実質無利子・無担保融資が民間金融
機関でも受けられる資金繰り支援を実施しました。
　当金庫が基盤とする地域経済においても新型コロナウイルス
感染症の影響により、観光・飲食業はもとより様々な業種にま
で売上減少が拡大し、今もなお継続しています。新型コロナウ
イルス感染症の収束の見通しが未だ立たない中、地域経済がコ
ロナ禍前の水準にまで回復するには、まだ長い道のりを要する
状況となっています。
　このような状況下、当金庫におきましては、協同組織金融機
関として地域との共存共栄の考え方のもと、また、コロナ禍に
おいて甚大な影響を受けている地域の中小・小規模事業者を支
えることが何より重要との認識のもと、売上高が急減する中
小・小規模事業者の資金繰り支援及び条件変更等に全力で取り
組んでまいりました。
　当期の業績は、預金は850億76百万円となり、貸出金は238
億18百万円となりました。損益面におきましては、経常収益
は、貸出金利息や有価証券利息配当金等の資金運用収益の減少
により、８億55百万円となりました。一方、経常費用は、預
金利息や経費が減少し、株式等売却損等の臨時費用が減少した
ことから７億33百万円となり、経常利益は１億22百万円とな
りました。この結果、法人税等の税金を差し引いた当期純利益
は１億９百万円となりました。
　また、金融機関の安全性、健全性を示す自己資本比率につき
ましては、16.89％となり、国内基準４％を大きく上回ってお
ります。
　新型コロナウイルス感染症は第４波として再び急拡大するに
至ったことから今後の景気回復がさらに不透明なものとなり、
地域の中小・小規模事業者の事業環境はより厳しい状況になる
ものと予想されます。このような状況下、当金庫におきまして
は、取引先中小・小規模事業者のモニタリングを徹底し、引き
続き資金繰り支援や事業継続支援に全力で取り組んでまいります。
　おわりに、新型コロナウイルス感染防止には十分ご留意され
ますとともに、皆様方のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上
げ、ご挨拶とさせていただきます。

　令和３年６月

ご あ い さ つ

理事長　松岡文雄


